
 

地域福祉計画・地域福祉活動計画に関する 

アンケート調査ご協力のお願い 

 

日頃から市政にご理解とご協力をいただき、厚くお礼申し上げます。 

鳥栖市では、市民一人ひとりが福祉について考え、家庭や地域において、思いやりをもっ

て共に支え合うことのできる「福祉のまちづくり」に取り組んでいます。 

このたび、住み慣れた地域における福祉の更なる充実を目的として、平成２９年３月に

鳥栖市と鳥栖市社会福祉協議会が連携し策定しました「鳥栖市地域福祉計画・地域福祉活

動計画」を見直すことになりました。 

つきましては、アンケート調査を実施し、市民の皆さまの「地域福祉」に関するお考え

などの実態を把握するとともに、ご意見を広くお聴きし、計画づくりに反映していきたい

と考えております。 

なお、地域福祉とは、お互いに協力して地域社会の福祉課題の解決に取り組む考え方で

す。また、この調査は、鳥栖市にお住まいの 16 歳以上の方 2,000 名を対象に実施して

おります。 

お忙しいところ誠に恐縮ではございますが、趣旨をご理解いただき、調査にご協力くだ

さいますようお願い申し上げます。 

 

令和 3年 2月 

鳥栖市・鳥栖市社会福祉協議会 
 

 

○ あて名のご本人がお答えください。氏名や住所の記入は不要です。 

○ ご本人が記入できない場合は、ご家族等がご本人の考えや思いを代理でご記入く

ださい。 

○ 回答は、あてはまる番号を○で囲んでください。「その他」の回答については、

（  ）内に内容を記入してください。 

○ この調査の結果は、すべて統計的に処理いたしますので、調査の過程や公表にあ

たり、個人にご迷惑をおかけするようなことは一切ございません。思いのままを

お答えいただきますようお願い申し上げます。 

○ 記入いただいた調査票は、2 月２６日（金）までに、同封の返信用封筒に入れ

て投函してください。その際、切手を貼ったり、差出人の名前を書く必要はあり

ません。 

【調査に関するお問い合わせ先】 

鳥栖市役所 健康福祉みらい部 地域福祉課 地域福祉係 

（電話：0942-85-3553／FAX：0942-85-2009）

ご記入にあたってのお願い 

資料２ 
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１． 男性 ２． 女性 

 

１． 16～19歳 ５． 50～59歳 

２． 20～29歳 ６． 60～69歳 

３． 30～39歳 ７． 70～79歳 

４． 40～49歳 ８． 80歳以上 

  

１． 鳥栖地区 ５． 若葉地区 

２． 鳥栖北地区 ６． 基里地区 

３． 田代地区 ７． 麓地区 

４． 弥生が丘地区           ８． 旭地区 

１． 単身（ひとり暮らし） ４． 三世代世帯以上（親と子と孫など） 

２． 夫婦のみ ５． その他（           ） 

３． 二世代世帯（親と子） 

 

１． 非常に関心がある  ２． どちらかといえば関心がある ３． 関心がない 

 

 

１ あなたご自身についておたずねします。 
 

 

 

 

問１ あなたの性別をお聞かせください。（１つだけ○） 

 

 

 

問２ あなたの年齢をお聞かせください。（１つだけ○） 

 

 

 

 

 

 

 

問３ あなたのお住まいはどちらですか。（１つだけ○） 

 

 

 

 

 

 

問４ あなたの家族構成はどれにあたりますか。（１つだけ○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問５ あなたは「福祉」に関心をお持ちですか。（１つだけ○） 

 

２ 「福祉」についておたずねします。 

H28年度調査 
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１． 男性         ２． 女性         ３． その他  

１． 鳥栖地区 ２． 鳥栖北地区 

３． 田代地区 ４． 弥生が丘地区 

５． 若葉地区 ６． 基里地区 

７． 麓地区              ８． 旭地区 

１． 単身（ひとり暮らし） ２． 夫婦のみ 

３． 二世代世帯（親と子） ４． 三世代世帯以上（親と子と孫など） 

５． その他（           ） 

 

 

１． 非常に関心がある  ２． どちらかといえば関心がある ３． 関心がない 

 

 

１ あなたご自身についておたずねします。 

１． 一戸建て（自己・家族所有） ２． 一戸建て（賃貸） 

３． 集合住宅（自己・家族所有） ４． 集合住宅（賃貸） 

５． その他（           ） 

 

 

 

 

 

 
 

問１ あなたの性別をお聞かせください。（１つだけ○） 

 

 

 

問２ あなたの年齢をお聞かせください。 

  

   
歳 

 

問３ あなたのお住まいはどちらですか。（１つだけ○） 

 

 

 

 

 

 

問４ あなたの家族構成はどれにあたりますか。（１つだけ○） 

 

 

 

 

 

問５ あなたがお住まいの住居はどれにあたりますか。（１つだけ○） 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

問６ あなたは「福祉」に関心をお持ちですか。（１つだけ○） 

 

 

２ 「福祉」についておたずねします。 

並び順を横方向へ統一 

並び順を横方向へ統一 

選択式→記述式へ変更 

R2年度調査 

★ 

新規追加 

その他を追加 

問５追加のため、以後、設問番号１つずつ繰り下げ 
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１． 市役所の窓口・「市報」・ホームページ 11． インターネット 

２． 社会福祉協議会の窓口・「社協だより」 12． 身体障害者福祉センター 

   ホームページ             13． 児童センター 

３． 保健センター窓口           14． まちづくり推進センター（旧公民館） 

４． 民生委員・児童委員          15． 中央老人福祉センター 

５． ボランティア             16． 地域子育て支援センター 

６． ケアマネジャーやホームヘルパー    17． 地域包括支援センター 

７． 家族や親戚              18． 病院や福祉施設 

８． 近所・知り合い            19． 保育所・幼稚園 

９． 自治会の回覧板            20． 情報を得る必要がない 

10． 新聞・雑誌・テレビ・ラジオ      21． その他（         ） 

１． かなり入ってくる ４． ほとんど入ってこない 

２． 入ってくる ５． わからない 

３． あまり入ってこない ６． その他（           ） 

問６ 鳥栖市で行われている福祉サービスをご存知ですか。また、利用されたことはありま

すか。（項目ごとに１つだけ○） 

項 目 

自
分
自
身
が
利

用
し
た
こ
と
が

あ
る 

家
族
が
利
用
し

た
こ
と
が
あ
る 

知
っ
て
い
る
が
、

利
用
し
た
こ
と

は
な
い 

知
ら
な
い 

１．介護保険サービス １ ２ ３ ４ 

２．高齢者福祉サービス １ ２ ３ ４ 

３．障がい者（障がい児） 

福祉サービス 
１ ２ ３ ４ 

４．児童福祉サービス １ ２ ３ ４ 

 

 

問７ あなたは、「福祉サービス」に関する情報をどの程度入手できているとお考えですか。

（１つだけ○） 

 

 

 

 

 

 

問８ あなたは、「福祉サービス」に関する情報を主にどこから（どのようにして）入手し

ていますか。（あてはまるものすべてに○） 
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１． かなり入ってくる ２． 入ってくる 

３． あまり入ってこない ４． ほとんど入ってこない 

５． わからない ６． その他（           ） 

１． 市役所の窓口・「市報」・ホームページ 

                                       

３． 保健センター窓口          

５． ボランティア              

７． 家族や親戚                 

９． 自治会の回覧板           

11． ウェブサイト（ホームページ）    

13． 身体障害者福祉センター              

15． まちづくり推進センター（旧公民館）  

17． 地域子育て支援センター              

19． 病院や福祉施設                      

21． 情報を得る必要がない                

２． 社会福祉協議会の窓口・「社協だより」 

     ホームページ  

４． 民生委員・児童委員 

６． ケアマネジャーやホームヘルパー 

８． 近所・知り合い 

10． 新聞・雑誌・テレビ・ラジオ 

12． SNS（ツイッター、フェイスブックなど） 

14． 児童センター 

16． 中央老人福祉センター  

18． 地域包括支援センター 

20． 保育所・幼稚園  

22． その他（         ） 

 

問７ 鳥栖市で行われている福祉サービスをご存知ですか。また、利用されたことはありま

すか。（項目ごとに１つだけ○） 

項 目 

自
分
自
身
が
利

用
し
た
こ
と
が

あ
る 

家
族
が
利
用
し

た
こ
と
が
あ
る 

知
っ
て
い
る
が
、

利
用
し
た
こ
と

は
な
い 

知
ら
な
い 

１．介護保険サービス １ ２ ３ ４ 

２．高齢者福祉サービス １ ２ ３ ４ 

３．障害者（障害児） 

福祉サービス 
１ ２ ３ ４ 

４．児童福祉サービス １ ２ ３ ４ 

 

 

問８ あなたは、「福祉サービス」に関する情報をどの程度入手できているとお考えですか。

（１つだけ○） 

 

 

 

 

 

 

問９ あなたは、「福祉サービス」に関する情報を主にどこから（どのようにして）入手し

ていますか。（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

並び順を横方向へ統一 

選択肢「インターネット」を細かく区分け 

R2年度調査 

★ 
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１． 福祉を必要とする人は、自立するために自分自身で努力すべきであり、家族や

親戚が面倒を見ればよい 

２． 福祉は、国や市町村といった行政の責任で行うべき 

３． 福祉は、行政に頼らず、近隣の地域住民が交流し、市民同士で助け合うべき 

４． 福祉は、行政と市民が協力しながら、地域で支え合う仕組みづくりをすべき 

５． その他（                              ） 

１． 自分の担当地区の「民生委員・児童委員」を知っている 

２． 「民生委員・児童委員」という名前やだいたいの活動内容を知っている 

３． 「民生委員・児童委員」という名前は知っている 

４． 知らない 

１．子どもとのふれあい事業の支援   ６． ふまねっと運動のサポーター 

２．子育てサロンの支援        ７． 災害時の避難体制作りへの取組 

３．登下校時の子どもの見守り活動   ８． 心配事の相談にのったり、相談窓口 

４．高齢者の見守り活動           を教えてくれる     

５．高齢者向けのかよいの場事業の支援  ９．その他（           ） 

 

８．心配事の相談にのったり、相談窓口を教えてくれる     

１． 名前も知っているし、活動内容もだいたい知っている 

２． 名前は聞いたことがあるが、活動内容はよく知らない 

３． 名前も活動内容も知らない 

１．高齢者支援            ６．就労支援 

２．障がい者（児）支援        ７．ボランティア支援  

３．子育て支援            ８．災害支援 

４．低所得者支援           ９．福祉教育 

５．ひとり親支援          10．その他（           ） 

問９ 今後、「福祉」のあり方は、どのようにあるべきだと思いますか。（１つだけ○） 

  

  

 

 

 

 

 

問 10 あなたは「民生委員・児童委員」をご存知ですか。 

※民生委員は児童委員を兼ねています。（１つだけ○） 

 

 

 

 

 

 

問 10-1 問 10で「１」「２」を選んだ人だけにおたずねします。 

「民生委員・児童委員」の活動内容のうち、どのような活動をご存知ですか。 

（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

問 11 あなたは「社会福祉協議会」をご存知ですか。（１つだけ○） 

 

 

 

 

 

問 11-1 問 11で「１」「２」を選んだ人だけにおたずねします。 

「社会福祉協議会」に期待する取り組みはありますか。 

（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

 

H28年度調査 
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１． 福祉を必要とする人は、自立するために自分自身で努力すべきであり、家族や

親戚が面倒を見ればよい見ることがのぞましい 

２． 福祉は、行政に頼らず、近隣の地域住民が交流し、市民同士で助け合うべき 

３． 福祉は、行政と市民が協力しながら、地域で支え合う仕組みづくりをすべき 

４． 福祉は、国や市町村といった行政の責任で行うべき 

５． その他（                              ） 

１． 自分の担当地区の「民生委員・児童委員」を知っている 

２． 「民生委員・児童委員」という名前やだいたいの活動内容を知っている 

３． 「民生委員・児童委員」という名前は知っている 

４． 知らない 

１．心配事の相談にのったり、相談窓口 ２． 高齢者の見守り活動 

を教えてくれる 

３．子どもの見守り活動        ４． 災害時の避難体制作りへの取組 

５．その他（           ） 

 

８．心配事の相談にのったり、相談窓口を教えてくれる     

１． 名前も知っているし、活動内容もだいたい知っている 

２． 名前は聞いたことがあるが、活動内容はよく知らない 

３． 名前も活動内容も知らない 

１．高齢者支援            ２．障害者（児）支援 

３．子育て支援            ４．低所得者生活困窮者支援  

５．ひとり親ひきこもり支援      ６．就労支援 

７．ボランティア支援         ８．災害ボランティア支援 

９．福祉教育成年後見人制度の利用促進 10．その他（           ） 

問 10 今後、「福祉」のあり方は、どのようにあるべきだと思いますか。 

  （１つだけ○） 

 

   

  

 

 

 

 

問 11 あなたは「民生委員・児童委員」をご存知ですか。 

※民生委員は児童委員を兼ねています。（１つだけ○） 

 

 

 

 

 

 

問 11-1 問 11で「１」「２」を選んだ人だけにおたずねします。 

「民生委員・児童委員」の活動内容のうち、どのような活動をご存知ですか。 

（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

 

 

問 12 あなたは「社会福祉協議会」をご存知ですか。（１つだけ○） 

 

 

 

 

 

問 12-1 問 12で「１」「２」を選んだ人だけにおたずねします。 

「社会福祉協議会」に期待する取り組みはありますか。 

（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

順序変更（自助→公助） 

選択肢を整理 

並び順を横方向へ統一 

の「福祉」について、あなたの考えに近いものは次のどれにあてはまりますか。 

R2年度調査 

★ 

ことがのぞましい 

することがのぞましい 

ことがのぞましい 



 7 

１． 困っているとき（病気、悩み、事故など）に、相談をしたり、助け合ったりする 

   など、親しくお付き合いをしているお宅がある 

２． 自治会や隣近所の行事のときだけ付き合う 

３． たまに立ち話をする程度 

４． 会えばあいさつをするが、それ以上の話はしない 

５． 付き合いがほとんどない 

６． その他（                               ） 

 

 

問 12 あなたは、ふだん近所の人とどの程度の付き合いをされていますか。（１つだけ○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 13 （Ａ）隣近所で困っている世帯があった場合、あなたができることは何ですか。 

   また、（Ｂ）隣近所の人に手助けしてもらうとしたら、どんなことをしてほしいで 

   すか。（項目ごとにＡとＢそれぞれ１つだけ○） 

   ※項目「13.その他」については、ご意見がございましたらご自由にお書き下さい。 

項 目 

（Ａ） 

手助けできること 

  （Ｂ） 

手助けしてほしいこと 

で
き
る 

で
き
な
い 

し
て 

ほ
し
い 

い
ら
な
い 

１．安否確認の声かけ １ ２ １ ２ 

２．話し相手 １ ２ １ ２ 

３．悩み事、心配事の相談 １ ２ １ ２ 

４．ちょっとした買い物 １ ２ １ ２ 

５．ちょっとした家事（電球交換など） １ ２ １ ２ 

６．ごみ出し １ ２ １ ２ 

７．玄関前の掃除や除雪 １ ２ １ ２ 

８．短時間の子どもの預かり １ ２ １ ２ 

９．子育ての相談 １ ２ １ ２ 

10．保育所・幼稚園の送迎 １ ２ １ ２ 

11．通院の付き添い １ ２ １ ２ 

12．病気の時の看病 １ ２ １ ２ 

13．その他 

(1)地域で困っている世帯に対してできる

ことがあれば、具体的にご記入ください。 

(2)手助けしてもらいたいことがあれば、

具体的にご記入ください。 

 

(1)                         

                         

(2)                                             

                                                

３ 「地域」との関わりについておたずねします。 

H28年度調査 
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１． 困っているとき（病気、悩み、事故など）に、相談をしたり、助け合ったりする 

   など、親しくお付き合いをしているお宅がある 

２． 自治会や隣近所の行事のときだけ付き合うに協力している 

３． たまに立ち話をする程度 

４． 会えばあいさつをするが、それ以上の話はしない 

５． 付き合いがほとんどない 

６． その他（                               ） 

１．安否確認の声かけ・見守り     ２．話し相手 

３．悩み事、心配事の相談       ４．ちょっとした買い物  

５．ちょっとした家事（電球交換など） ６．ごみ出し 

７．玄関前の掃除や草刈り       ８．短時間の子どもの預かり 

９．子育ての相談          10．保育所・幼稚園の送迎 

11．通院の付き添い         12．病気の時の看病 

13．その他（                         ） 

１．安否確認の声かけ・見守り     ２．話し相手 

３．悩み事、心配事の相談       ４．ちょっとした買い物  

５．ちょっとした家事（電球交換など） ６．ごみ出し 

７．玄関前の掃除や草刈り       ８．短時間の子どもの預かり 

９．子育ての相談          10．保育所・幼稚園の送迎 

11．通院の付き添い         12．病気の時の看病 

13．その他（                         ） 

 

 

 

問 13 日頃、あなたは、ふだん近所の人とどの程度の付き合いをされていますか。（１つ

だけ○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 14-1 あなたの身近な人が困っている時、あなたはどのようなことができますか。 

（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 14-2 あなたが困っている時、地域の人にどのようなことをしてほしいですか。 

（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 「地域」との関わりについておたずねします。 

質問方法を変更 

R2年度調査 

★ 
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１． 隣近所を中心とした助け合いや付き合いを大切にしたい 

２． 市民が相互に協力して地域をよくする活動に参加していきたい 

３． 隣近所の協力はあてにできないので、自分のことは自分でする 

４． 時間的に余裕のある人や、やる気のある人が地域と関わるほうがよい 

５． 地域社会のためであっても、自分の生活・時間を大切にしたいので、地域的な

関わりは持ちたくない 

６． その他（                               ） 

１． 災害対策の学習会の開催 

２． 日ごろからの隣近所との挨拶、声かけや付き合い   

３． 地域での避難訓練の実施 

４． 危険箇所の把握 

５． 地域における支援団体の組織づくり 

６． 地域の要援護者の把握 

７． 要援護者に対する情報伝達体制づくり 

８． 災害ボランティアの育成 

９． その他（                             ） 

１． 知っている          ２． 知らない 

 

問 14 地域での人と人との関わりについて、あなたのお考えに近いものは何ですか。   

（１つだけ○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 15 災害時のあなたの地区の避難場所を知っていますか。（１つだけ○） 

 

 

 

問 16 地震や台風などの災害発生時の備えとして、どのようなことが重要だと思いますか。

（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

H28年度調査 



 1

0 

１． 隣近所を中心とした助け合いや付き合いを大切にしたい 

２． 市民が相互に協力して地域をよくする活動に参加していきたい 

３． 隣近所の協力はあてにできないので、自分のことは自分でする 

４． 時間的に余裕のある人や、やる気のある人が地域と関わるほうがよい 

５． 地域社会のためであっても、自分の生活・時間を大切にしたいので、地域的な

関わりは持ちたくない 

６． その他（                               ） 

１． 危険箇所の把握 

２． 日ごろからの隣近所との挨拶、声かけや付き合い   

３． 地域での避難訓練の実施 

４． 災害対策の学習会の開催 

５． 地域における支援団体の組織づくり 

６． 地域の要援護者避難行動要支援者※の把握 

７． 要援護者避難行動要支援者※に対する情報伝達体制づくり 

８． 災害ボランティアの育成 

９． その他（                             ） 

１． 知っている          ２． 知らない 

 

問 15 地域での人と人との関わりについて、あなたのお考えに近いものは何ですか。次の

どれにあてはまりますか。（１つだけ○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 16 災害時のあなたの地区の避難場所を知っていますか。（１つだけ○） 

 

 

 

問 17 地震や台風などの災害発生時の備えとして、どのようなことが重要だと思いますか。

（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※避難行動要支援者とは、災害が発生した際、一人で避難することが難しい人をいう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

順序変更（自助→公助） 

R2年度調査 

★ 
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 1

1 

１． 現在活動している        

２． 現在活動していないが、過去に活動したことがある 

３． 活動したことがない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１． 参加している 

２． 以前に参加したことがあるが、現在参加していない 

３． まったく参加したことはないが、今後参加したい 

４． まったく参加したことはなく、今後も参加したいとは思わない 

５． その他（                              ） 

１． 時間や収入にゆとりがないから 

２． 家族に病人や、手のかかる子どもがいるから 

３． 自分の健康状態がよくないから 

４． ともに活動する仲間や友人がいないから 

５． 趣味や特技が活かされていないから 

６． 誰にでも簡単にできるものではないから 

７． 家の近くではできないから 

８． わずかな時間（２～３時間）でできるものではないから 

９． 活動に必要なお金の支援がないから 

10． ボランティア講座など、知識や技術を学べる機会や体験の機会がないから 

1１． その他（                              ） 

 

 

 

問 17 あなたは現在、ボランティア活動に参加していますか。（１つだけ○） 

 

 

 

 

 

 

 

問 17-1 問 17で「４」を選んだ人だけにおたずねします。 

ボランティア活動に参加したいと思わないのはなぜですか。 

（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 18 あなたは現在、自治会や子どもクラブ、ＰＴＡなどの地域活動をしていますか。 

（１つだけ○） 

 

 

 

 

 

次ページ 問 18-１へお進みください。 

 

４ ボランティア活動や地域活動についておたずねします。 

H28年度調査 

11 



 1

2 

１． 時間が合わない、時間的な余裕がない ２． 人付き合いが苦手 

３． どのような活動があるか分からない   ４． 興味のある活動がない 

５． 経済的な余裕がない           ６． 参加方法が分からない 

７． 知り合いがいないため参加しにくい    ８． 体調がすぐれない 

９． 家族に病人や手のかかる子どもがいる 10． 特に関心はない 

11． その他（          ） 

１． 参加している 

２． 以前に参加したことがあるが、現在参加していない 

３． まったく参加したことはないが、今後参加したい 

４． まったく参加したことはなく、今後も参加したいとは思わない 

５． その他（                              ） 

 

 

 

問 18 あなたは現在、自治会や子どもクラブ、ＰＴＡ、老人クラブ、婦人（女性）会など

の地域活動やボランティア活動に参加していますか。（１つだけ○） 

 

 

 

 

 

 

 

問 18-1 問 18で「４」を選んだ人だけにおたずねします。 

地域活動やボランティア活動に参加したいと思わないのはなぜですか。 

（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ あなたの地域での活動についておたずねします。 

H28 調査票の問 17、18 を統一 

設問の統一にあわせて、選択肢整理 

R2年度調査 

★ 

12 

H２８年度調査「問 18」は、問 17と統一 



 1

3 

１． 勤務などの都合で機会がない ８． 知り合いがいない 

２． 引越して間もない  ９． いやな思いをしたくない 

３． 参加方法がわからない  10． 役が回ってこない 

４． 時間がない   11． 自治会に入っていない 

５． 興味がない   12． 未成年だから 

６． 家の人が気にする  13． その他 

７． 体調がすぐれない     （             ） 

１． ぜひ参加したい ４． 参加したくない 

２． できれば参加したい ５． わからない 

３． あまり参加したくない ６． その他（          ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１． 地域における福祉活動の意義と重要性をもっとPRする 

２． 地域でボランティアなどの活動の拠点となる場を整備する 

３． 地域における福祉活動の活動費・運営費などの資金的な援助を行う 

４． リーダーや福祉活動に携わる人を養成する 

５． 福祉活動の相談・指導を担当する専門職員の充実を図る 

６． 困っている人と、助けることのできる人との調整を図る人材を育成する 

７． 困っている人や、助け合いの場や組織についての情報を得やすくする 

８． 介護やボランティア活動の方法などに関する研修を行う 

９． 学校教育や社会教育での福祉教育を充実する 

10． その他（                             ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 18-1 問 18で「３」を選んだ人だけにおたずねします。 

地域活動に参加していない理由はなんですか。（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 19 地域において「まちづくり」について話し合う場を開催した場合、参加したいと思

いますか。（１つだけ○） 

 

 

 

 

 

問 20 地域における助け合い、支え合い活動を活発にするためには、どのようなことが重

要だと思いますか。（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

H28年度調査 
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 1

4 

１． 地域における福祉活動の意義と重要性をもっとPRする 

２． 地域でボランティアなどの活動の拠点となる場を整備するの充実を図る 

３． 地域における福祉活動の活動費・運営費などの資金的な援助を行う 

４． リーダーや福祉活動に携わる人を養成する 

５． 福祉活動の相談・指導を担当する専門職員の充実を図る 

６． 困っている人と、助けることのできる人との調整を図る人材を育成する 

７． 困っている人や、助け合いの場や組織についての情報を得やすくする 

８． 介護やボランティア活動の方法などに関する研修を行う 

９． 学校教育や社会教育での福祉教育を充実する 

10． その他（                             ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

１． ぜひ参加したい ２． できれば参加したい 

３． あまり参加したくない ４． 参加したくない 

５． わからない ６． その他（          ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 19 地域において「まちづくり」について話し合う場を開催した場合、参加したいと思

いますか。（１つだけ○） 

 

 

 

 

 

 

 

問 20 地域における助け合い、支え合い活動を活発にするためには、どのようなことが重

要だと思いますか。（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

R2年度調査 
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H２８年度調査「問 18-1」は、問 17-1 と統一 

並び順を横方向へ統一 



 1

5 

１． 気軽に健康づくりを行える場所をつくったり、医療体制を充実させる 

２． 建物や乗り物、道具などを、高齢者に配慮したものに変える 

３． 高齢者が住みやすい住宅の整備を進める 

４． 在宅で生活する高齢者への福祉サービス（ホームヘルプ・デイサービスなど）

を充実させる 

５． 高齢者のための入所施設（特別養護老人ホームなど）を充実させる 

６． 高齢者の働く場を増やす取り組みを進める 

７． 高齢者がボランティア活動などに気軽に参加できる取り組みを進める 

８． 高齢者が文化教室やスポーツ活動などに気軽に参加できる取り組みを進める 

９． 年金・医療保険などの金銭面の支援を充実させる 

10． 高齢者が困ったとき相談できる体制を充実させる 

11． 高齢者と家族とのつながりを深める取り組みを進める 

12． 隣近所の助け合いにより、身近な地域で高齢者を支える取り組みを進める 

13． その他（                               ） 

１． お互いに助け合い、支え合えるまち 

２． 差別や偏見のない、人権が尊重されるまち 

３． ユニバーサルデザイン※やバリアフリーに配慮したまち 

４． 子どもが、からだもこころも健やかにはぐくまれ育つまち 

５． 高齢者も障がいのある人も安心して、働けるまち 

６． 高齢者も障がいのある人も安心して、出かけることができるまち 

７． 生まれ育った場所で安心して生活できるまち 

８． 介護が必要になっても、安心して施設を利用したり、在宅でサービスを利用し

たりできるまち 

９． いつまでも生きがいを持って、健康に生活できるまち 

10． その他（                              ） 

 

 

 

問 21 あなたは鳥栖市をどのような福祉のまちにしたいですか。 

（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

※ユニバーサルデザインとは、文化や国籍の違い、老若男女といった差異、障がいの有無を問わずに利用

することができる施設・製品・情報の設計（デザイン）をいう。 

 

問 22 高齢者が住みよいまちをつくるために、今後、鳥栖市においてはどのようなことが

重要だと考えますか。（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ これからの鳥栖市の福祉のあり方についておたずねします。 

H28年度調査 
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 1

6 

１． 高齢者と家族とのつながりを深める取り組みを進める 

２． 隣近所の助け合いにより、身近な地域で高齢者を支える取り組みを進める 

３． 高齢者が困ったときに相談できる体制を充実させる 

４． 気軽に健康づくりを行える場所をつくったり、医療体制を充実させる 

５． 年金・医療・介護保険などの金銭面の支援を充実させる 

６． 建物や乗り物、道具などを、高齢者に配慮したものに変える 

７． 高齢者が住みやすい住宅の整備を進める 

８． 在宅で生活する高齢者への福祉サービス（ホームヘルプ・デイサービスなど）

を充実させる 

９． 高齢者のための入所施設（特別養護老人ホームなど）を充実させる 

10． 高齢者の働く場を増やす取り組みを進める 

11． 高齢者がボランティア活動などに気軽に参加できる取り組みを進める 

12． 高齢者が文化教室やスポーツ活動などに気軽に参加できる取り組みを進める 

13． その他（                               ） 

１． 生まれ育った場所で安心して生活できるまち 

２． いつまでも生きがいを持って、健康に生活できるまち 

３． ユニバーサルデザイン※やバリアフリーに配慮したまち 

４． 高齢者も障害のある人も安心して、働けるまち 

５． 高齢者も障害のある人も安心して、出かけることができるまち 

６． 介護が必要になっても、安心して施設を利用したり、在宅でサービスを利用し 

たりできるまち 

７． お互いに助け合い、支え合えるまち 

８． 差別や偏見のない、人権が尊重されるまち 

９． 子どもが、からだもこころも健やかにはぐくまれ育つまち 

10． その他（                              ） 

 

 

 

 

問 21 あなたは鳥栖市をどのような福祉のまちにしたいですか。 

（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

※ユニバーサルデザインとは、文化や国籍の違い、老若男女といった差異、障害の有無を問わずに利用す

ることができる施設・製品・情報の設計（デザイン）をいう。 

 

問 22 高齢者が住みよいまちをつくるために、今後、鳥栖市においてはどのようなことが

重要だと考えますか。（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ これからの鳥栖市の福祉のあり方についておたずねします。 

順序変更（自助→公助） 

R2年度調査 
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7 

１． 男性も女性も共に家事・育児に参加していくという意識を広める 

２． 安心して出産や育児ができる母子保健や医療サービスを充実させる 

３． 保育サービスのメニュー（乳児保育、一時保育、延長保育など）を充実させる 

４． 労働時間の短縮、育児休業の取得など働きながらでも子育てしやすい環境づくり 

５． 育児休業制度や、出産を終えた女性を再雇用する制度などを充実させる 

６． 児童手当やこどもの医療費助成など、経済的な支援を充実させる 

７． 保育所・幼稚園等へ通うのにかかる費用や教育にかかる費用を減らす 

８． 子育てに関わる悩み事などの相談援助体制を充実させる 

９． 隣近所による助け合いなど、地域ぐるみで子育てを支援する体制を確立する 

10． その他（                               ） 

１． 障がいのある人が自立した生活が送れるよう、教育や生活訓練を充実させる 

２． 障がいのある人の職業訓練や働く場を増やす対策を充実させる 

３． 公共施設・道路・交通機関などの改善（バリアフリー）を進める 

４． 障がいのある人に対する理解を深めるための啓発活動（こころのバリアフリー）

を進める 

５． 障がいのある人が安心して生活できる施設を充実させる 

６． 在宅で生活する障がいのある人への福祉サービス（ホームヘルプ、デイサービス

等）を充実させる 

７． 福祉手当の支給など、金銭面の支援を充実させる 

８． 障がいのある人が住みやすい住宅の整備を進める 

９． 困ったときの相談体制や情報提供機能を充実させる 

10． 身近な地域の助け合いにより、障がいのある人を支える取り組みを進める 

11． その他（                               ） 

問 23 子どもがいきいきと健やかに育つために、今後、鳥栖市においてはどのようなこと

が重要だと考えますか。（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 24 障がいのある人が住みよいまちをつくるために、今後、鳥栖市においてはどのよう

な取り組みが重要だと考えますか。（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

H28年度調査 
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１． 男性も女性も共に家事・育児に参加していくという意識を広める 

２． 隣近所による助け合いなど、地域ぐるみで子育てを支援する体制を確立する 

３． 安心して出産や育児ができる母子保健や医療サービスを充実させる 

４． 保育サービスのメニュー（乳児保育、一時保育、延長保育など）を充実させる 

５． 労働時間の短縮、育児休業の取得など働きながらでも子育てしやすい環境づくり 

６． 育児休業制度や、出産を終えた女性を再雇用する制度などを充実させる 

７． 児童手当やこどもの医療費助成など、経済的な支援を充実させる 

８． 保育所・幼稚園等へ通うのにかかる費用や教育にかかる費用を減らす 

９． 子育てに関わる悩み事などの相談援助体制を充実させる 

10． その他（                               ） 

１． 身近な地域の助け合いにより、障害のある人を支える取り組みを進める 

２． 福祉手当の支給など、金銭面の支援を充実させる 

３． 障がいのある人が自立した生活が送れるよう、教育や生活訓練を充実させる 

４． 障がいのある人の職業訓練や働く場を増やす対策を充実させる 

５． 公共施設・道路・交通機関などの改善（バリアフリー化）を進める 

６． 障害のある人に対する理解を深めるための啓発活動（こころのバリアフリー）を

進める 

７． 障がいのある人が安心して生活できる施設を充実させる 

８． 在宅で生活する障がいのある人への福祉サービス（ホームヘルプ、デイサービス

等）を充実させる 

９． 障がいのある人が住みやすい住宅の整備を進める 

10． 困ったときのに相談できる体制や情報提供機能を充実させる 

11． その他（                               ） 

 

問 23 子どもがいきいきと健やかに育つために、今後、鳥栖市においてはどのようなこと

が重要だと考えますか。（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 24 障害のある人が住みよいまちをつくるために、今後、鳥栖市においてはどのような

取り組みが重要だと考えますか。（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

順序変更（自助→公助） 

子育てを支え合い、子どもが健やかに成長するまちをつくる 

順序変更（自助→公助） 

R2年度調査 
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 1

9 

１． 地域活動に積極的に参加する 

２． できるだけ地域での出来事に関心を持つように心がける 

３． 子どもの学校での行事や交友関係など、家族が関わりをもつ範囲内の活動には

参加していきたい 

４． 地域のことよりも今は自分自身の時間（仕事や学業等を含む）を大切にしたい 

５． 地域活動に参加したいし、しなければとは思うが、機会や情報が不足している 

   のが現状である 

６． まずは家庭内の問題（コミュニケーション不足など）を解決することが先であ 

   る 

７． 基本的には行政や自治会役員等の仕事であり自分自身は関係ないと思っている 

８． その他（                              ） 

１． 在宅福祉を支えるサービスを充実させる 

２． 施設サービスを充実させる 

３． 手当など金銭的な援助を充実させる 

４． 道路の段差解消など、福祉のまちづくりを進める 

５． 個人の自立を支援するサービスを充実させる 

６． ボランティア団体など市民活動への援助を充実させる 

７． 気軽に相談できる人、集まれる場を充実させる 

８． 健康づくりや生きがいづくりがさかんなまちづくりを進める 

９． 市民が、お互いに支え合い助け合えるまちづくりを進める 

10．その他（                              ） 

問 25 住み慣れた地域で、安心して暮らしていくためには、どのような福祉のあり方が大

切だと思いますか。（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 26 住み慣れた地域で、私たち一人ひとりが安心して暮らしていくために市民のひとり

としてあなたは地域の活動にどの程度なら関われると思いますか。        

（あてはまるものすべてに○） 
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 2

0 

１． 地域活動に積極的に参加する 

２． できるだけ地域での出来事に関心を持つように心がける 

３． 子どもの学校での行事や交友関係など、家族が関わりをもつ範囲内の活動には

参加していきたい 

４． 地域活動に参加したいし、しなければとは思うが、機会や情報が不足している 

   のが現状である 

５． まずは家庭内の問題（コミュニケーション不足など）を解決することが先であ 

   る 

６． 地域のことよりも今は自分自身の時間（仕事や学業等を含む）を大切にしたい 

７． 基本的には行政や自治会役員等の仕事であり自分自身は関係ないと思っている 

８． その他（                              ） 

１． 気軽に相談できる人、集まれる場を充実させる 

２． 市民が、お互いに支え合い助け合えるまちづくりを進める 

３． 健康づくりや生きがいづくりがさかんなまちづくりを進める 

４． 在宅福祉を支えるサービスを充実させる 

５． 施設サービスを充実させる 

６． 手当など金銭的な援助を充実させる 

７． 道路の段差解消など、福祉のまちづくり（バリアフリー化、ユニバーサルデザイ 

   ンなど）を進める 

８． 個人の自立を支援するサービスを充実させる 

９． ボランティア団体など市民活動への援助を充実させる 

10．その他（                              ） 

 

問 25 住み慣れた地域で、安心して暮らしていくためには、どのような福祉のあり方が大

切だと思いますか。施策が必要だと考えていますか。（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 26 住み慣れた地域で、私たち一人ひとりが安心して暮らしていくために、市民のひと

りとしてあなたは地域の活動にどの程度なら関われると思いますか。        

（あてはまるものすべてに○） 
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順序変更（参加意思有→無） 

順序変更（共助→公助） 



 2

1 

 

■「地域福祉」とは？ 

 

 

 

 

 

 

■誰もが住みやすいまちづくりを進めていくためのご意見やご要望がございましたら、 

ご自由にお書きください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 以上で調査は終わりです。 

                   ご協力ありがとうございました。 

 

 
 

２月２６日（金）までに 

ポストに投函してください。 

※切手不要 
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それぞれの地域において人々が安心して暮らせるよう、地域住

民や公私の社会福祉関係者がお互いに協力して地域社会の福祉

課題の解決に取り組む考え方です。（全国社会福祉協議会 HPより）  


